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衣浦東部広域連合消防活動用空地等設置指導基準 

（趣旨） 

第１条 この基準は、中高層建築物の災害に対し、はしご自動車が建築物に容易に接近でき、

迅速かつ有効な消防活動を行うことができるようにするため、はしご自動車専用の空地（以

下「消防活動用空地」という。）及びはしご自動車の進入路（以下「進入路」という。）の

設置指導に関して必要な事項を定めるものとする。 

（用語の意義） 

第２条 この基準において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。 

(1)  消防活動用空地等 消防活動用空地及び進入路をいう。 

(2) 取付道路 消防活動用空地又は進入路に接した車道及び歩道をいう。 

（3）非常用進入口 建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第１２６条の６に規定

する非常用の進入口及び同条第２号に規定する非常用の進入口に代わる開口部をいう。 

(4) 非常用進入口等 非常用進入口若しくは消防隊が有効に進入することができる構造を

有するバルコニーをいう。 

（消防活動用空地等の設置対象物） 

第３条 消防活動用空地等は、４階以上（地階を除く。）の消防法施行令（昭和３６年政令第

３７号）別表第一に掲げる防火対象物に設置するものとする。ただし、消防署長が計画建築

物の位置、構造又は周囲の状況から判断して、この基準によらなくともこの基準と同等以上

の安全性が確保されると認められるときは、この限りでない。 

（進入路） 

第４条 進入路については、次の各号に適合するものとする。 

(1) 進入路の有効幅員は、取付道路の幅員に応じて別表第１に掲げる数値以上の幅員を確保 

すること。この場合において、はしご自動車の回転を容易にするために隅切りを設け、切

取線と取付道路とのなす角度が等しく、かつ、切取線の長さが２メートル以上のものにあ

っては、別表第１の進入路の幅員から１メートルを差し引いた数値以上とすることができ

る。 

(2)  進入路が前号の幅員を確保できない場合は、別表第１「車両軌跡図」及び別表第２に 

掲げる「はしご自動車の諸元」により、進入に必要な幅員を算定し、当該幅員を確保する 

こと。 
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(3)  進入路の縦断勾配は、１０パーセント以下とすること。 

(4)  進入路は、総重量２２トンのはしご自動車が走行するのに十分な強度を有すること。 

(5) 進入路は、地盤面から高さ４メートルまでに架線及びアーチ等、はしご自動車の走行に 

支障となる物件がないこと。 

（消防活動用空地） 

第５条 消防活動用空地については、次の各号に適合するものとする。 

(1) 消防活動用空地の設置は、非常用進入口等の下方地盤に設置すること。 

(2) 消防活動用空地は、原則として幅６メートル以上、長さ１２メートル以上とし、別図第 

１に示す「消防活動用空地の設置基本図」に基づき設置すること。また、建築物との間隔

は、別図第３に示す「作業範囲図」に基づき確保すること。 

(3) 消防活動用空地の設置間隔は、４０メートル以下とすること。 

(4) 消防活動用空地を取付道路に接して設置する場合は、別図第２に基づきはしご自動車が

進入可能な隅切りを設けること。 

(5) 消防活動用空地の縦・横断勾配は、８パーセント以下とすること。 

(6) 消防活動用空地の路面構造は、総重量２２トンのはしご自動車が走行するのに十分な強 

度であり、かつ、最大ジャッキ荷重（１．００５ニュートン毎平方ミリメートル）に耐え 

るものとすること。 

(7) 消防活動用空地の地下には、ガス管、水道管等の工作物を埋設しないこと。 

(8) 消防活動用空地と建築物との間及び周辺の上空には、はしご自動車の梯子伸てい及び旋 

回に支障となる架線、工作物等を設置しないこと。 

(9) 消防活動用空地の標識及び標示については、次によること。 

  ア 標識は、別図第４に示す「消防活動用空地の規制標識」に基づき設置すること。 

  イ 標示は、別図第５に示す「消防活動用空地の規制標示」に基づき標示すること。ただ

し、消防活動用空地が他の用途と区別できるものであれば他の表示方法でよいものとす

る。 

 （消防活動用空地等の実地確認等） 

第６条 消防活動用空地等の工事が完了したときは、原則として消防活動用空地等にはしご自

動車を乗り入れ、着てい等の実地確認を実施するものとする。この場合、規制標識及び規制

標示の設置についても併せて確認するものとする。 

 （消防活動用空地等の維持管理） 
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第７条 消防活動用空地等の設置者は、消防活動用空地等が常に良好な状態で保守管理される

ために、定期的な点検を行うものとし、当該基準に適合しなくなっていると認める場合は、

是正措置を指示し、その機能を確保させるように努めるものとする。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この基準は、平成２７年９月１日から施行する。 

（衣浦東部広域連合消防局消防活動用空地等の設置指導基準の廃止） 

２ 衣浦東部広域連合消防局消防活動用空地等の設置指導基準（平成１５年４月１日施行）

は廃止する。 

 （経過措置） 

３ この基準の施行の日の前日までに、衣浦東部広域連合消防局消防活動用空地等の設置指

導基準の規定によりなされた受付に係る審査及び事前協議については、なお従前の例による。 
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別表第１（第４条関係） 

 進入路の有効幅員 

取付道路の幅員（単位：メートル） 進入路の幅員（単位：メートル） 

４．０以上４．５未満 ９．５以上 

４．５以上５．０未満 ９．０以上 

５．０以上６．０未満 ８．５以上 

６．０以上７．０未満 ８．０以上 

７．０以上８．０未満 ７．０以上 

８．０以上９．０未満 ６．５以上 

９．０以上 ６．０以上 

※ はしご自動車の回転を容易にするために隅切りを設け、切取線と取付道路とのなす角度が等し

く、かつ、切取線の長さが２メートル以上のものにあっては、進入路の幅員から１メートルを差

し引いた数値以上とすることができる。 

※ はしご自動車の諸元により、進入に必要な幅員が確保できる場合はこの限りでない。 

 

車両軌跡図 

 

 

 

型式名：【MLFL6-45】日野 LDG-FW1ATBA 

全長（車体のみ）：9.95 

積載時全長：10.93 

最大車幅：2.495 

最大車載幅：2.88 

最小旋回半径：8.4 

所要道路幅：6.0 

所要占有幅：6.1 

（単位：メートル） 
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別表第２（第４条関係） 

 はしご自動車の諸元（４５メートル級）          （単位：メートル） 

全長 Ｌ ９．９５ 

積載時全長 Ｌ1 １０．９３ 

最大車幅 Ｗ ２．４９５ 

ホイールベース Ｈ ６．３５ 

フロントオーバーハング Ｆ ２．８８ 

リアオーバーハング Ｒ ２．５０ 

車高 ― ３．６０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別図第１（第５条関係）   

消防活動用空地の設置基本図 
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別図第２（第５条関係） 

 取付道路に接して設置する場合の隅切り設置図 

                             （単位：メートル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別図第３（第５条関係） 

作業範囲図（４５メートル級） 
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別図第４（第５条関係）   

消防活動用空地の規制標識 
                    

（単位：ミリメートル） 
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                                   地は白色 
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別図第５（第５条関係）   

消防活動用空地の規制標示 

 

その１ 

（単位：ミリメートル） 

配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規制標示詳細図（※１） 
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組立断面図 
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※ 他の用途と区別できるものであれば他の表示方法でよいものとする。 
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